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■分析データにおける免責事項 

本誌における DPC データを利用した分析は、グローバルヘルスコンサルティング・ジャパンが保有する EVE サー

バによって計算処理されたデータを利用しております。データ提出日から計算処理が完了するまで、最長１か月を

要するため、直近の提出データが分析に反映されない場合があります。そのため、分析実施日における各医療機

関の分析対象期間が異なります。 

 

 

できるデータアナライザーは俯瞰の初動が違う、病院経営改善の第一歩  
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DPC データ、手術データ、外来データ、財務データなどさまざまなデータが院内には存

在している。病院経営には「現状把握⇒原因の特定⇒カイゼン策の検討⇒実行」が必要だと

いわれているが、医事課、診療情報管理室などに配属になったときに何から手を付けていい

のか迷うのではないだろうか。知識のある部分から取り組む、目先の課題から取り組むのも

一つの方法ではあるが、長期的な改善を行う場合には、スタートラインをどこに置くかが効

率的に時間を使う上で重要である。 

5 



  
Med Watch Journal 2017 年 6 月号（第 125 号） 

2 

 

 

 

現状を把握するためには、まず財務状況を把握してみよう。固定費が高すぎて利益が出な

い構造になっていないか、変動費が急速に高まっていないかなどを把握しておこう。 

 

その上で病院経営を改善していくためには、医業収益をどのように伸ばすかに行きつく

だろう。医業収益は入院と外来に分けられるが、平均的に 7～8 割が入院収益で、その他が

外来収益である。自院の入院収益、外来収益の割合がどの程度か、経年変化ではどうかを確

認し、インパクトが大きいところから取り組んでいくべきだ。 
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もっとも入院収益に目を向け、財務諸表を読み込んだだけでは、どのように入院収益を分

析すべきかがなかなか見えてこない。基本的な DPC 分析ツールを用いれば、自病院の症例

数、平均在院日数、対出来高増減収金額、コーディングなどは把握できる。しかし、ベンチ

マーク分析を用いて、他病院の状況を把握して上で主要指標を確認しなければ、どこに課題

があるかが見えてこない。森を見た上で、枝葉の改善に落としていく過程において、「森（俯

瞰状況）を何でどのように見るか」が、スタートラインにおいて非常に重要である。 

 

 

病院ダッシュボードでは、トップページおよび俯瞰マップで、森（俯瞰状況）を把握でき

る。各指標は大きい方が良いもの、小さい方が良いもの、病院の方向性によっては数字の大

小の意味付けが異なる指標がある。下表を参考にし、実現可能性の検討は後程検討するとし

て、まずは貴院の課題を書き出してみよう。 
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前年と比較して減少

しているのは？ 
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分析に迷った時には、「俯瞰状況に立ち戻り、再度課題を洗い出してみる」というプロセ

スを繰り返すことで、徐々に本質的な課題に近づいていける。「なぜ、その課題に取り組む

必要があるか」は、実際に相談を持ち掛ける部署に対しても説明する必要がある。「病院ダ

ッシュボード」は分析の流れに沿った作りになっているため、俯瞰状況を把握した後の「原

因の特定」に時間を割くことができる。「どのデータを見たらよいか」に時間を使わず、「見

えているデータをどのように解釈したらよいか」に時間を使うことが、優れたデータアナラ

イザーになるための次の一歩となる。 
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